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L は じめ に　東 ア ジ ア 地域における大気汚染物質排出デー
タ ベ ー

ス開発の 一環と し て 、NMVOC 排出量

推計 を検討 して い る c こ こ で は、中国と 日本にお ける人 為起源 ・植物起源 NMVOC 排出 を比較す る 。

2 ．植物起源 排 出 モ デル の 比較　GEIA の 全球排 出デー
タ ベ ー

ス で は．　 Guenther　et 　al ．〈1995 ）によ り 1度

グ リッ ドの植物起源 NMVOC 排出モ デルが 開発 され て い る 。こ の方法で は衛星データに よる植生分類 ・葉

密度推定が基 礎資料 と して使われ て い る。筆者 らは 日本を対象 として 、国土 数値 情報 を基礎資料 と し 10km

グ リッ ド別 の 毎時 日射量 ・気温推定値を補正 に用 い る排 出量 推計 を行 っ た。こ れ を GEIA と比較 す る と、

GEIA　2．OTg ／y に対 し 1．7Tgly と若干 小 さめ の推計に な っ た（GEIA 推計グ リ ッ ドの み抽出 し た比較）が、

基礎デー
タを異 にす る 推計 と し て は比較的整合 して い る と評価で きる 。ただし、成分別にみ ると、モ ノテ

ル ペ ン で 我々 の推計の 方が大き い の に対 し、イ ソ プレ ン で は、GEIA が 2倍の 排 出 量 を推計 して い る 。 1

度グ リ ッ ド別排出量 の 比較を 図 1 に 示 す 。
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図 1 日本 に お け る 植物起源 NMVOC グ リ ッ ド推

　 計値 の GEIA と の 比較

3．人為起源と植物起源の排 出比率

　中国の植物起源 NMVOC は、　 GEIA で は 33Tg ／y（イ ソ

プ レン 17Tg，モ ノ テル ペ ン 5Tg ，そ の 他 VOCIITg ）と推定

され て い る。今回は こ の 水準を採用 し、先 に推計 した人

為起源 NMVOC （外岡ほか 2000）と比較 す る と、人為起

源 に 対 し 2．4 倍 となる 。日本で の 植物ノ人為比が 1程 度で

ある こ と と比較する と、中国 に お い て は 、よ り植物起源

VOC に注意を払 う必要が ある と考え られ る。

表 1 中国と 日本の 起源別 NMVOC 比較

人 為 起 源　　　　　源 　　　　　／

　 T 　　　　　 丁　　　　 人 為

中 国 43．9　　　　　　　　33 ．3　　　　　　　　　2．4G
日 1　9　　　1　8〜　2　0　0 ．95 〜　1．05

図 2 中国 に おける 省別 の 植物起源1人 為起源 NMVOC

比率 （人 為起源 は 1995 ，植物起源は GEIA1990 ）

　中国 に お け る地域別の 植物起源排出寄 与 は、図

2 の よ う に 、東北部 で は人為 起源が 多 く．南部地

域 で は植物 起源 が卓越 して い る も の と考 え られ

る e こ の よ うな地域偏在 も注意を払 うべ き点 と思

わ れる 。

4 ．今後の 課 題 　 植物起源 VOC 推計に は フ ァ ク

タ
ー 3 以上 の 誤差があり得る と考 え られ て い る。

従 っ て 、今後、精度 を高 めて い くため に は、排出

係 数 の 実測な ど の基礎的研究と ともに、光化 学大

気シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン によ る感度 分析や 再現性 の評

価が重 要で あ る と考 え ら れ る。

Guenther　et 　 al．（1995），　 J．　 Geophysical 　 Research
，

Vel．100 ，　NO ．D5

外 岡 ほ か （2000）第 41 回 大 気 環 境 学 会年会

一 456一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


